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≪表記上の留意≫

　・公称　：　柏市清掃工場　　　　　  ⇒　表記は  「北部ＣＣ」        ※ＣＣは，クリーンセンターの意味
　・  〃  　：　柏市第２清掃工場　　　⇒     〃       「南部ＣＣ」
　・  〃 　 ：　柏市最終処分場　　　　⇒     〃       「最終処分場」
　・  〃  　：　柏市第２最終処分場    ⇒     〃      「第２処分場」
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１．どうして南部CCの焼却灰の放射能濃度が高いのか？

発生原因は，枝・草（それに付着した土）

厨芥ごみや室内のごみ

4 Bq/kg（実測値）

(推計：1～10Bq/kg)

40 Bq/kg

(10～100Bq/kg)

（推計値）

北部ＣＣ焼却灰

（10倍濃縮）

ごみ

（焼却前）

枝・草

500～

2,800 Bq/kg

南部ＣＣ溶融灰

（100倍濃縮）

400 Bq/kg

(100～1,000Bq/kg)

（推計値）

5,000～

28,000 Bq/kg

（推計値）

50,000～

280,000 Bq/kg

（推計値）
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２．現状のごみ処理方法

可燃ごみ
（枝・草含まない）

民間最終処分場

ドラム缶に保管
（約7本/日発生）

発生量 ： 約18 t/日

濃　 度 ： 1,400

             ～3,420Bq/kg
北部ＣＣ

約180 t/日

可燃ごみ
（枝・草含む）

発生量 ： 約1.1 t/日

濃　 度 ： 29,000

             ～70,800Bq/kg南部ＣＣ

ごみ種類

焼却量

約110 t/日

焼却灰発生量

放射能濃度
処理方法

（平成23年6月～平成24年4月）

（平成23年8月～平成24年4月）
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２－（参考）　国が定める基準

一般廃棄物と同様の埋立処分が
可能

8,000Bq/kg以下

一般廃棄物最終処分場において
以下の方法で埋立

①隔離層の設置による埋立

②耐久性のある容器で埋立

③屋根付き処分場で埋立

8,000～
100,000Bq/kg

遮断型最終処分場に埋立100,000Bq/kg超

対応放射性セシウム

基準値

南部
溶融飛灰固化物

29,000～70,800Bq/kg

北部
飛灰固化物

1,400～3,420Bq/kg
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３．現状のドラム缶保管状況

南部CC地下３階 南部CC地下２階

南部ＣＣ建物内の保管スペースはいよいよ限界

ドラム缶 １,３５４本 （２８０トン）
　　　　　　　　　　　　　　　　※焼却灰（溶融飛灰固化物）の保管量　(５月８日現在）
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３－（参考）　ドラム缶について

数メートル離れると放射線量は周囲と変わらなくなる。

表面線量：4.85μSv/h 【２ｍ】

【５ｍ】
0.20μSv/h

0.11μSv/h

　○ ドラム缶は防錆皮膜処理済の鋼製。

　○ 焼却灰は，薬剤と混ぜ合わせた固形物の状態でビニール袋に封入。

　○ 蓋はボルトで締付けを行い，内容物を密閉保管。
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４．現状の安全・監視体制 ①

不検出 (Bq/ℓ)不検出 (Bq/ℓ)放流水

不検出 (Bq/m3)不検出 (Bq/m3)排ガス

29,000～70,800  (Bq/kg)不検出 (Bq/kg)
焼却灰

（溶融飛灰固化物）

放射性セシウム

（ｾｼｳﾑ134とｾｼｳﾑ137の合計） 
放射性ヨウ素131 

試料名

測定結果

◆ 焼却灰等の放射能量測定結果

測定機関：中外テクノス（株）関東環境技術センター，（株）島津テクノリサーチ　（※排ガス）

試料測定期間：平成23年6月～平成24年4月　　

放流水も排ガスも不検出
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４．現状の安全・監視体制 ②

◆ 空間放射線量の測定結果

空間放射線量も周囲と同水準

　○ 週２回，南部CC敷地内外の９地点の空間放射線量を測定

　　　し，ホームページ等で公開。

　○ 測定結果（平成24年4月）は，0.10～0.29μSv/h （測定

　　　高1.0m）で，東葛6市で行っている市内の空間放射線量の

　　　測定結果（0.08～0.38μSv/h）とほぼ同水準。
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５．今後のごみ処理について

枝・草を燃やす限り，高濃度の放射性焼却灰が発生

南部ＣＣ

民間最終処分場

ドラム缶に仮保管

焼却灰

通常の可燃ごみだけ
（枝・草含まない）

・通常の可燃ごみに枝・草
 が混じる場合
・枝・草の保管スペースが
 満杯になった場合

焼却灰
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５－（参考）　枝・草の放射能濃度

500～2,800 Bq/kg
昨年８月～今年２月
（処分場 仮置分）

今年4月
（収集車サンプリング）

240 Bq/kg
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６－①　仮保管計画 （設置場所案）

　　○柏市第二清掃工場（南部ＣＣ）敷地内
　　　収集車用として確保されている駐車場

５１ｍ

７．９ｍ

仮保管設置場所（　　　　部分）

リフレッシュプラザ柏
柏市南部クリーンセンター

多目的広場

収集事務所

駐車場
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６－②　仮保管計画 （構造案）

 ○建築概要
　 　　　構　　造：ボックスカルバート（鉄筋コンクリート造）
　 　　　厚　　さ：３０ｃｍ以上

ボックスカルバート（参考） ○遮へい効果
　　

　　（原子力災害対策本部「市町村による
　　　除染実施ガイドライン（平成23年8
   　　月26日）」参照）

　５ｃｍ ５７％減

１０ｃｍ ７９％減

１５ｃｍ ８９％減

３０ｃｍ ９９％減

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ 遮へい率
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６－③　仮保管計画 （安全対策）

  ○ ボックスカルバート（コンクリート造）内に保管

　○ 焼却灰は，固形物の状態でビニール袋に封入。

　○ 防錆処理済の鋼製のドラム缶に密閉保管。

　○ ドラム缶同士をバンドで固定し，転倒を防止

  ○ ボックスカルバートは最新工法により高い耐震性・

　　　密閉性を確保。

　○ モニタリングを徹底

「適正に封じ込められている」こと（安全性）の確認を継続
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６－（参考①）　他自治体の保管状況

　 　テント(周囲にコンクリｰﾄ壁)
←　フレコンバッグ保管
　 　フレコン下に木製パレット

　　　　　　屋外ビニールシート
　　　　↓ フレコンバッグ保管

柏市の予定
　・全面コンクリｰﾄ製
　・ ドラム缶保管

放射性物質や放射線の漏出
対策をさらに強化し，万全を
期します。
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６－④　仮保管計画 （期間）

放射性物質汚染対処特措法において，放射性セシウム濃度が

8,000Bq/kgを超過する指定廃棄物（ごみ焼却灰等）は，国が

責任をもって処分するものと規定。

「指定廃棄物の今後の処理の方針（環境省H24.3.30）」にお

いて，国は今後3年程度（平成26年度末）を目途に必要な最

終処分場などを確保することを目指すと明示。

国

県

国の最終処分場の確保までの一時保管場所として，手賀沼流

域下水道手賀沼終末処理場を提示。

現在，近隣市と協議中。
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６－（参考②）指定廃棄物の今後の処理方針について（環境省）
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７　市民の皆様への協力願い

◆枝・草の分別が徹底されれば，北部ＣＣだけではなく南部ＣＣで

　焼却しても民間最終処分場に搬出が可能になります。

◆枝・草は北部ＣＣで一定割合で焼却が可能になりますが，発生量

　についてはできるだけ控えていただく必要があります。

市民への啓発　その１

市民への啓発　その２

・可燃ごみの袋に枝・草を絶対にまぜない。

・枝・草は枝・草だけで袋に入れる。

・枝・草についても，できるだけごみ出しを少なくしてもらう。

・場合によっては，枝・草の収集の一時中止も考える。
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【参考】 焼却灰等保管の現状　（柏市全体）

柏市清掃工場（北部CC）

焼却灰180t 枝・草仮置908t

柏市第２清掃工場（南部CC）

焼却灰 280t 
（ドラム缶1,354本）

柏市清掃工場

         柏市最終処分場（最終処分場）
※埋立停止

北部cc分・・・2,200t
南部cc分・・・25t　　

平成２４年５月８日時点

19

柏市第２最終処分場（第２処分場）

2月29日時点
（枝・草仮置 1,989t）

満杯になったため，
南部ＣＣへ移送・焼却

5月8日時点
（枝・草仮置   592t）

柏市最終処分場

柏市第２清掃工場
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【参考】 経緯　（その１）

20

南部CCの枝・草の分別・仮置き開始（第２処分場内）８月１５日（月）

定期修理に伴い，南部ＣＣ稼動停止（１回目）９月　７日（水）

南部ＣＣ稼動再開

（北部ＣＣ内の枝・草の仮保管場所が満杯になったため南部ＣＣで焼却処理）

１１月９日（水）

北部CC焼却灰の県外民間最終処分場への搬出開始

※ 枝・草の分別により8,000Bq/kg以下を実現

７月２６日（火）

北部CC敷地内で枝・草の分別・仮置き開始７月１８日（月）

北部CC焼却灰（固化灰，残渣）の搬出停止

北部ＣＣ ，南部ＣＣ ，最終処分場の飛灰等の測定結果速報

（北部ＣＣ 7,240～9,780Bq/kg，南部ＣＣ 70,800Bq/kg，最終処分場28,500～48,900Bq/kg）

６月２９日（水） 

「一般廃棄物焼却施設における焼却灰の測定及び当面の取扱いについて」（環境省）が示
される　

（8,000Bq/kgを超える飛灰等は一時保管すること）

６月２８日（火）

南部ＣＣの溶融飛灰を搬出停止

最終処分場内の南部ＣＣ溶融飛灰埋立エリアの確認及び安全対策

（遮水シート及び覆土により，線量の低減，流出・飛散を防止）

６月２３日（木） 

最終処分場と清掃工場において空間放射線量の試験測定

（南部ＣＣ溶融飛灰の埋立エリアで3.6μSv/h（地表１ｍ）～9.8μSv/h（地表5ｃｍ））

６月２２日（水）
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【参考】 経緯　（その２）

21

南部CC稼動停止（２回目）

（南部ＣＣ建屋内の灰保管場所が満杯となったため可燃ごみを北部ＣＣに移送し焼却）

１月　５日（木）

南部CC稼働再開

（第２処分場内の枝・草の仮保管場所が満杯になったため，南部ＣＣ建屋内の灰保管
場所を更に確保し南部ＣＣで焼却処理）

３月１３日（火）

平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の
事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法（平
成２３年法律第１１０号）施行 　

１月　１日（日）


